近世天草における諸役人の巡見と地域の対応 by 鄭 英實
近世天草における諸役人の巡見と地域の対応
著者 鄭 英實
雑誌名 周縁の文化交渉学シリーズ2 『天草諸島の文化交渉
研究』
ページ 101-113
発行年 2011-03-31
URL http://hdl.handle.net/10112/4363
101
第 3章　近世天草における諸役人の巡見と地域の対応
鄭　　　英　實
1 ．近世天草の支配機構と役人の巡見＊
　天草・島原一揆（寛永14（1637）年10月25日～寛永15（1638）年 2月28日）の後、寺沢氏の私領であ
った天草は短期間の私領時代を経て、江戸幕府の直轄地に編入されることになった。江戸幕府の直轄地
は、御領所、御領、幕領、代官領などと呼ばれ、一般的には天領と通称された。寛永18（1641）年、戸
田氏の私領になったものの、寛文11（1671）年、再び江戸幕府の直轄地に編入され、天草代官が赴任し
第 2次天領時代が始まったのである。【表 1】は、天草の支配形態を整理したものである。
【表 1】天草の支配形態
所　属 管　　轄 期　間
私領 寺沢氏 1603（慶長08）－1638（寛永15）
〃 山崎氏 1638（寛永15）－1641（寛永18）
天領 天草氏（鈴木氏） 1641（寛永18）－1664（寛文04）
私領 戸田氏 1664（寛文04）－1671（寛文11）
天領 天草代官（小川氏他） 1671（寛文11）－1714（正徳04）
〃 日田郡代兼帯（室氏） 1714（正徳04）－1720（享保05）
〃 島原藩兼帯（松平氏他） 1720（享保05）－1768（明和05）
〃 日田郡代兼帯（揖斐氏） 1768（明和05）－1783（天明03）
〃 島原藩兼帯（松平氏） 1783（天明03）－1813（文化10）
〃 長崎代官兼帯（高木氏） 1813（文化10）－1832（天保03）
〃 日田郡代兼帯（塩屋氏） 1832（天保03）－1832（天保03）
〃 長崎代官兼帯（高木氏） 1832（天保03）－1847（弘化04）
〃 日田郡代兼帯（竹尾氏他） 1847（弘化04）－1861（文久01）
〃 長崎代官兼帯（高木氏） 1862（文久02）－1862（文久02）
〃 日田郡代兼帯（屋代氏他） 1862（文久02）－1868（慶応04）
出典：松田唯雄『天草近代年譜』みくに社、1947年
　江戸幕府の直轄地であるため中央からの役人が赴任してくるのだが、表からも分かるように、寛文11
 ＊ 本渡市史編さん委員会編『本渡市史』（本渡市、1991年）参照。
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（1671）年から正徳 4（1714）年の期間を除くほとんどは、日田郡代・島原城主・長崎代官によって支配
される。そして、富岡に役所として代官所が置かれることになる。富岡代官所は、天草の海岸を管理（外
国船の監視、旅人の出入り管理、造船など）する遠見番と山林の管理と運上取立てにあたらせるもので、
遠見番の補完、一般治安を担当する山方役に構成される。
　巡見使とは、幕府が地方の行政と民情視察のため一時的に地方に派遣する官吏のことである。当然天
草にも巡見使が派遣されるので、天草の古文書には巡見使として長崎奉行、郡代や代官という職名がよ
く見られる。ここで天草に関連のある役職をみておきたい。まず、長崎奉行は老中の直接支配、定員 2
人の年番制で、ただし幕末期には常詰めとなる。2000～3000石級の旗本から起用され、役料4000俵がつ
き、御調物の名目で舶載品を原価に近い安値で先買いする特権や、八朔銀と称する市民よりの寸志収入
があった。長崎の市政と唐蘭貿易や海防の責任者であり、天草の間接支配者でもあった。
　郡代や代官は、幕府勘定所から任命された地方長官との位置付けである。だいたい10万石以上の地域
を預かるのが郡代、それ以下が代官であった。幕末のころ、全国には、郡代 4人、代官41人がいた。ど
ちらも、領民から「殿様」と呼ばれている。代官所は御役所、または御陣屋と称し、地方の民政や租税
と公事方、さらに検察と裁判を司った。そこにはある程度の司法専決権も与えられ、たたき刑以下の軽
罪は、代官手限りの処罰として許されていた。それ以上の罪状は長崎奉行か、江戸の公事方勘定奉行に
経伺し、死刑などの重大事犯は、老中決裁を得て執行した。
2 ．役人の巡見と上田家文書の関係史料
　万治元（1658）年から代々高浜村の庄屋を務めた上田家は、当時の状況を数多く文書に記録し、それ
が現在まで伝わってきている。平成 8（1996）年 3月に発行された天草町教育委員会の『上田家古文書
調査事業報告書－天草上田家文書目録』によると、文書類5605件、書簡667件、絵図類43件という膨大な
量の資料が確認されている。文書類に限って天草における諸役人の巡見と関わる資料を取り上げてみる
と以下の【表 2】のように整理することができる。
【表 2】上田家文書目録（巡見関係のみ抜粋）
No. 標　　　題 年　号
500 御巡見様御越ニ付諸入用小前帳　高浜村 寛政元年酉
1051 年々御巡見様御越之節郡中庄屋中脇指帯候様大庄屋連より御願書 寛政元年酉
1182 （覚　巡検使　接待か）
1363 書簡（肥後御重役御巡視之件）　尾上四方次より上田源太夫宛 11月 2 日
1431 御測量方御役人様御渡海に付 文化 7年
1432 御測量方高浜より崎津大江迄御乗船に付 文化 7年
1433 豊州御料高松測量方見分相済候様子　同所詰御役人よりの御書翰写 文化 7年 4月
1434 測量方御廻浦一件覚書 文化 7年 4月
1435 郡中御測量方御巡廻日記　上田源作 文化 7年 9月
1436 郡中御測量間数書付 文化 7年 9月より11月迄
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1437 測量方御役人御通行に付諸手当帳　今富村 文化 7年 9月
1438 御測量方御荷物富岡町迄送状控 文化 7年10月
3235 難破唐船方長崎御役之方御宿引受諸入用書立帳 嘉永 3年 2月
3236 唐船方長崎御役之方御宿引受諸入用書立帳 嘉永 2年
3238 難破唐船方長崎御役之方御宿引受諸入用帳 嘉永 2年
3239 取立帳 嘉永 3年 6月　
3240
（包紙）難破唐船方長崎御役之方御宿諸入用帳　高浜村
大江村難破唐船ニ付御割付金長崎出役宿請持諸入用〆高帳
嘉永 3年 2月
3241 同　上 嘉永 3年 2月
3688 御国御巡見様御入用かやふとん人馬付帳 延享 3年
3689 御国御巡見様諸御用写控帳 宝暦11年 5 月
3690 御巡見一件留帳 明和 2年
3691 江戸御役人様長崎より御渡海に付御用留帳 明和 3年
3692 御巡見の節手鑑（村明細帳） 寛政元年
3693 御巡見様一件写留帳 寛政元年 4月
3694 御国巡見様諸書付写帳　高浜村
寛政元年
5月17日
3695 国御巡見様諸御用覚日記　上田伝五右衛門 寛政元年 5月
3696 御巡見様御尋に付御事答 5月 7日
3697 国御巡見取計一件　小笠原主膳長知ほか 寛政元年 5月
3698 御尋之節御答書覚 寛政元年 5月
3699 公料御巡見様人馬組割付帳 寛政元年
3700 御国公料御巡見手当村方江申付候一件 寛政元年 5月
3701 公料御巡見様御泊村宿役割帳 寛政元年
3702 寛政元酉年国御巡見様公料御巡見様一件中書類の内写 天保 9年正月
3703 殿様御巡見諸書付　上田源作 寛政 9年 9月
3704
日田御郡代羽倉権九郎様俵物方御用に付当郡御廻浦中村廻り被仰付候
日記　上田源作
寛政10年 8 月
3705 長崎御奉行様福連木御昼御往返手帳 寛政10年 9 月
3706 長崎御奉行様福連木御昼手配帳 寛政10年10月
3707 松山惣右衛門様村田林右衛門様御泊御用帳 寛政12年
3708
魯西亜一件に付当郡西筋地理為御見分　熊本より御使番御越村々御巡
回中付廻被仰付候日記
文化 5年
3709 殿様御廻村御泊御賄方入用小前帳　高浜村 文化10年
3710 殿様御巡見御泊に付御賄方諸入用小前書上帳　高浜村控 文化10年 6 月
3711 殿様御巡見に付御泊に付御賄方諸入用小前書上帳　高浜村控 文化10年 6 月
3712 殿様御巡見御泊に付御賄方諸入用小前書上帳　高浜村控 文化10年 6 月
3713 上野様より御尋に付申上候書付 文政 3年 2月
3714
御勘定佐藤五郎左衛門様御普請役門奈伊太郎様御渡海に付差上候書付
并増米書付右一件中手当向極書付写　高浜村
文政 4年11月
3715 同上 文政 4年11月
3716 御勘定佐藤五郎左衛門様御普請門奈伊太郎様御渡海の節扇面認下書 文政 4年
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3717
御勘定様御渡海に付被仰渡并御触書其ほか書付村方より届出共々控　高
浜村
文政11年 7 月より
3718 御勘定様御渡海に付被仰渡御書付写　高浜村控え 文政11年 8 月
3719 御申渡書付写　高浜村控 子10月
3720 御勘定様并御普請役様新開内見分御渡海件諸書付 天保 4年巳 9月
3721
国御巡見様公料御巡見様に付心得向取調子并御渡海御通行相済迄之書
類　但書類前後有之候間得と見候事　高浜村
天保 9年戌
3723
豊後・豊前・日向・筑前・肥前・肥後国御料御巡見御順道絵図　但上ワ
書也、上り者横帳にして有之
天保 8年酉
3724 両御巡見諸手当帳 天保 8年酉12月
3725 国公料御巡見様一件中日記　天草郡高浜村庄屋上田源太郎 天保 9年戌正月より
3726 御届申上候書付　志岐組大庄屋平井与一郎より富岡御役所宛 戌 6月 9日
3727 公料御巡見様御宿手当向役割帳 天保 9年戌 4月
3728 （包袋）両御巡見様一件諸入用書立帳、両御巡見様一件諸入用書立帳 天保 9年戌 6月
3729 両御巡見様入用并組割諸払勘定帳 天保10年亥 6月
3730 御勘定御奉行大目附様方御廻村之節御帳面 安政 4年巳
3731 同上 安政 4年巳
3732 御奉行様御宿ひかへ 安政 4年巳
3733 御勘定御奉行様御入郡諸手当向書上帳 安政 4年巳
3734 御勘定御奉行様御目附様其ほか御役人様御酒入用書上帳 安政 4年巳
3735 御船割并料理献立
3736
（包袋）江戸表より御勘定様御手代様田畑御改として御下向御用御案文
控并絵図面御下案控、御用案文
3742
御勘定方地方御改に付御下向御高入免上増米一件諸書付控　附来酉御
高入当申見取入反別書上帳
万延元年申
3743
御勘定石川新助様御普請役岡野次郎一様御手付秋山太郎右衛門様御入
郡中日記　高浜村庄屋上田元一
文久元年酉 9月
3745 御勘定様御普請役様方御入郡に付手当帳 文久元年酉 9月
3746 当御郡代窪田治部右衛門様御泊り日記 文久 4年子 3月
3747 長崎御奉行能勢大隅守様御廻島中書類 慶応 3年卯 2月
3748
（包袋）御郡代窪田治部右衛門様差入中書類留　上田源太夫控　西国御
郡代窪田治部右衛門様御差入中書類留　上田記
慶応 3年卯 3月
3749 日記（御郡代様為御出迎長崎迄渡海人数左之通） 3月 5日
3750 （郡代様出迎御礼） 3月 5日より14日迄
3827 書状　楢原謙十郎より上田源作宛 11月10日
3828 同　楢原謙十郎より上田源作宛 2月 9日
3843 御勘定様御荷物帳
5159
長崎奉行松平石見守様御渡海諸書留帳高浜村扣（紙バラバラに付再編成
不能）
寛政10年午 9月
　標題を見ると、巡見使、肥後重役、測量方、江戸役人、郡代、長崎奉行、勘定方、代官など様々な役
職の人々が天草に派遣されていることが分かる。
　一方、文書の作成時期は延享 3（1746）年から慶応 3（1867）年の間に分布している。特に寛政年間
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には合計35件（【表 3 】を包含）の文書が集中しており、その中でも寛政元（1789）年には18件（資料
No.500、1051、3692～3701など）が書かれている。寛政元年は【表 1】からも分かるように島原藩（松
平飛鱓守忠恕、天保14（1783）年10月～嘉永 5（1792）年 5月）が兼帯をする時期である。この時はた
だ「御巡見様」という表現しか使っていないため、具体的な職役や巡見目的などは推測しがたい。
　資料の分布は寛政年間に集中しているものの、管轄、つまり統治者の交代に従って考察すると、松平
飛鱓守忠恕を続いた松平主殿頭忠憑（嘉永 5（1792）年 7月～文化10（1813）年12月）の時代に最も多
い51件の文書が残されている。この数はこの報告書で取り上げた巡見関係文書の約 6割を占める数値で
ある。その中でも特に寛政10（1798）年と文化 7（1810）年に集中的に見られる。寛政10年の場合は、
荒地を見分するため長崎奉行が派遣されている（資料No.3704～3706、表 3参照）。一方、文化 7年には
測量方が派遣されている（資料No.1431～1438）ことから土地調査の関係で役人が巡見しに来たのでは
【表 3】上田家文書（天草ロザリオ館保管分、現在周縁プロジェクトで調査継続中）
標　　　題 年　号 備　考
御巡見様御泊入用之品買入帳 天明 8 1788年
嶋原殿様御順見件扣 天明 8．6 〃
御巡見様道具売付・取立銭并当申麦売付 天明 8．10．25 〃
御巡見御宿取繕帳（扣） 天明 9．1．14 1789年
田辺様御荷物請取 寛政元 〃
御巡見様諸入用小附帳 寛政元．3 〃
御巡見様御遣米日記帳 寛政元．03．23 〃
公料御巡見様御宿拵并御泊入用書上帳 寛政元．6 〃
公料御巡見様御宿拵并御泊入用書上帳（扣） 寛政元．6 〃
御上使様御宿瑞林寺請持入用割帳 寛政 2．5 1790年
公料御巡見様割帳并御国御巡見様割記有之 寛政 2．5 〃
殿様御巡見一件諸日記 寛政 9．9 1797年
殿様一件冨岡ニ而相調候入用扣へ 寛政 9．9 〃
日田御郡代様御廻浦一件覚帳 寛政10．8 1798年
長崎御奉行様福連木御昼宿請持入用諸道具帳（扣、役座分） 寛政10．9 〃
長崎御奉行様福連木御昼宿請持詰人付帳 寛政10．9 〃
長崎御奉行様御廻村書付帳 寛政10．9 〃
長崎御奉行様福連木御昼手配帳 寛政10．9 〃
長崎御奉行様御昼休　福連木御宿請持詰人付帳（扣） 寛政10．9 〃
長崎岩原御役人様并同所地役人御泊入用覚帳 寛政12．6 ．17 1800年
御代官様入用帳 天保 9．10 1838年
長崎岩原御役人様并同所地役人衆中御泊入用書立帳 申．6．17 近世
覚（崎津村ほか 5か村蚊帳代など入用銀勘定につき） 〃
覚（太夫様上下など31名、および踏絵入用御出役など36名の食材代金勘定につき） 〃
注）太字の 2点は本論文で分析した文書である。
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ないかと考えられる。両方とも土地利用と関係あるところに関して当時の天草の統治者である松平主殿
頭忠憑の土地政策、または天草の都市発展による開発の必要性など、その理由妥当なところだろう。
　上田家文書では異国との接触が見られる資料も含まれている。中国船の難破による漂着に関する記録
（資料No.3235～3241）と、「ロシア一件」と表現している資料No.3708がそれである。両方とも天草にお
ける異国との接触に関する考察に欠かせぬ資料であろう（中国船漂着については本書第 2部第 4章松浦
章論文参照）。
　しかし、上田家文書は現在もその一部が未調査の状況であり、今回の調査でもその作業に関わること
となった。【表 3】は、2010年の天草フィールドワークの際調査した目録未作成分の中から、新たに発見
された24件の巡見関係資料の目録である。短期間の調査であるにも関わらず数多い資料に接することが
できたのは幸いだった。
　その中でも天明 8（1788）年と寛政 2（1790）年の文書は既存の調査結果では見当たらなかったため、
貴重な収穫であり、これからも持続的な調査を続けていきたい。
3 ．巡見に対する地域の準備と負担
　前章では、上田家文書から天草における諸役人の巡見と関わる資料の目録を取り上げながら、派遣の
目的や文書の分布時期について考察を行った。本節では、具体的に文書の内容を確認した上で、巡見に
対する地域の準備と負担について述べていきたい。
1 )　「長崎御奉行様福連木御昼宿請持入用諸道
具帳（扣、役座分）」
　寛政10（1798）年 9月、長崎奉行が巡見のた
め天草に着いた。当時に関わる上田家文書は「長
崎御奉行様福連木御昼御往返手帳」、「長崎奉行
松平石見守様御渡海諸書留帳高浜村扣」、「長崎
御奉行様福連木御昼宿請持詰人付帳」、「長崎御
奉行様御廻村書付帳」、「長崎御奉行様福連木御
昼手配帳」、「長崎御奉行様御昼休福連木御宿請
持詰人付帳（扣）」など数多い資料が挙げられ
る。記録内容においても奉行の天草入島のため
の準備をはじめ、昼食の手配や宿の用意など、役人派遣をめぐる地域の様々な対応が見られる。
　その中でも、本節で考察する「長崎御奉行様福連木御昼宿請持入用諸道具帳」は、福連木村での接待
と関わる目録であり、特に食器や茶器のような飲食の際必要な厨房道具と室内で使う小物に対して書き
出している。もちろんここでの作成者は、高浜村である。表紙に「役座分」と書いていることから役座
が担当して用意した物品の目録であることが分かる。
　資料は表紙を含めて 7ページに構成されている。合計82種407箇（一部数量の記入漏れあり）にいたる
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膨大な数の物品が記録されており、その具体的な目録は【表 4】に整理している。
【表 4】寛政10年（1798） 9 月長崎奉行巡見時の福連木村接待について（役座より遣候分）
品名 数 単位 品名 数 単位
光明朱椀 3 御膳台 1
　〃　坪 3 日かふせ 1
　〃　平 3 三宝 2
　〃　飯頭 2 〃　朱印台 1
　〃　湯とう 2 上手水ふた 2
　〃　大平 3 上手水ひしゃく 3
　〃　飯杓子 2 枕 2 箱
　〃　丸盆 1 枚 垣はさみ 1
木具膳 3 膳 刀懸 3
錦手茶碗 3 上たばこ盆 2
〃　小皿 3 伴きせる 15 本（箱）
〃　皿 3 大やく（薬）わん 1
盆（台とも 3つ組） 2 組 しりわん 1
銚子鍋 2 重箱 1 組
黒塗湯とう 1 中杉はし（箸） 1 袋
〃　丸盆 3 飯頭 3
赤丸盆 3 魚切溜メ 2
茶盆 2 羽盆米とき 1
清水焼茶碗 5 七九寸紙
湯こし 2 蓮根 66 斤
茶こし 3 ふいきん 4
高茶台（盆とも） 5 使僧 35 斤
黒平茶台 6 青極上之奈ら茶 3
硯箱 2 　　〃　浪皿 3
白はし上 1 袋 　　〃　小皿 3
杉はし上 1 袋 黒塗椀 2
しゅろほうき（棕櫚箒） 2 〃　平 2
手拭掛 3 〃　大平 2
山折敷 20 枚 〃　坪 2
杉箸 1 袋 黒飯頭 1
丸茶碗上 30 熊ノ皮 1 枚
広茶上 20 切ばん 1
広茶わん 60 薄へり 7 枚
きさみ（刻み）の上たばこ 1 斤 魚桶 2
分銅 2 上々茶（185匁） 2 包
大のし 1 わ 諸白（酒） 2 斗
さらし 1丈 5尺 四歩杉板 5 枚
杉原 1 嶋こんつみ 1
水引 酢 1 升
ろほ下駄 2 足 若はら 3 枚
ご座 2 枚 切ばん 1
　【表 4】によると、同種類の品目であっても色または品質が異なる物を用意していることが分る。たと
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えば、丸盆の場合は光明朱・黒塗・赤の 3種類を、小皿は錦手・青極上の 2種類を、箸は白箸（上）・杉
箸（上）・杉箸（中）・杉箸の 4種類をそれぞれ 1袋ずつ取り揃えている。接待する相手の身分や料理の
種類に合わせるための準備であると考えられよう。
　また、刀懸、枕など住居空間で使用する小物を用意するほか、硯箱・分銅・杉原（紙）・水引・三宝朱
印台・垣はさみのような文具も入手している。巡見する間に必要な文房具を用意し、いつでも業務を処
理することができるよう万全の準備をすることも巡見使を迎える地域の任務であったのであろう。
2 )　「御代官様入用帳」
　「御代官様入用帳」は、天保 9（1838）年10
月、長崎代官である高木栄太郎忠篤（天保 3年
7月から弘化 3年 8月まで約14年間在任）の巡
見にあたり、高浜村の年寄だった伝右衛門と勘
兵衛が作成した入用帳である。表紙を含めて19
丁になり、「入用帳」という題目からも分かるよ
うに、10月 1 日から 6日までの間に高浜村が用
意した物品（主に食品）とその数量、値段に対
して日ごとに記録している。代官応接における
地方の対応の規模が見られる資料であるのみな
らず、天保 9年の代官巡見に関わる資料はまだ
外に見当たらない状況であるため、より貴重な価値を持っている。
　当時高木代官の巡見目的に関しては明白な記録がなされていないものの、「荒地御見分」、「荒地一件」
などの表現が本文に書かれていることにより、荒地または新田検地など、土地利用・年貢関係の調査と
関わる可能性が取り上げられる。
　「御代官様入用帳」の分析を通じては、巡見使が派遣される際、その接待のためどのような用意が行わ
れていたのか、地方での対応に関してその一面を考察することができる。実際、高浜村で用意した物品
を見ると、酒をはじめ、酢、肴など合計27種に至る。【表 5】は古文書の順序とおりに整理したものに該
当し、【表 6】は物品別支出総額を整理したものである。
【表 5】天保 9年（1838）10月　代官巡見につき出費内訳
日　時
代　銭
（単位：匁銭）
品　　　目 備　　　　　　　考
10月 1 日 95.5 肴 御代官様御入用
10月 2 日 30 玉子
10月 2 日 10 山芋
10月 2 日 40 肴・醤油 酢代共ニ
10月 2 日 10 酒 2 升
10月 2 日 晩 20 酒 2 升
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10月 2 日 晩 2 わらじ
10月 2 日 晩 55 大鯛22疋 福次郎より
10月 2 日 晩 65 大鯛65疋 福次郎より
10月 2 日 晩 35 小鯛16疋 福次郎より
10月 2 日 晩 20 肴
10月 2 日 晩 30 酒 3 升
10月 2 日 晩 30 醤油 2升
10月 2 日 晩 40
是は都呂々村迄人足つれ帰り候節才料弥太右衛門わらじ
䮒小遣銭渡
10月 3 日 18.9 紙草履40足
10月 3 日 6.5 紙草履15足
10月 3 日 10 酢
10月 3 日 25 梅芋 3斗
10月 3 日 9.5 わらじ30足
10月 3 日 24 味噌 6斤
10月 3 日 10.2 わらじ32足
10月 3 日 45 蝋燭 3斤
10月 3 日 60.5 肴
10月 3 日 10 切莚 2状（帖）
10月 3 日 3.5 酢
10月 3 日 5.5 酢
10月 3 日 朝 30 酒 3 升
10月 3 日 朝 20 酒 2
10月 3 日 朝 50 鯖
10月 3 日 朝 5.5 髪付元結
10月 3 日 朝 9.5 わらじ30足
10月 3 日 朝 20 油 5 合
夫新右衛門
善七殿へ遣す
10月 3 日 朝 20 松 4 勺
10月 3 日 朝 30 蝋燭 2斤
夫新右衛門
宿屋善七殿方に遣す
10月 3 日 朝 16 煙草 2斤
10月 3 日 朝 3.5 ひしゃく 2本
10月 3 日 朝 12.6 紙草履30足
10月 3 日 朝 10 山芋
10月 3 日 朝 6.5 山芋
10月 4 日 4.4 草履12足 しま川方より
10月 4 日 4.75 わらじ15足
10月 4 日 5.5 草履15足
10月 4 日 40 玉子 夫寅松、夫傳吉
10月 4 日 40 玉子 夫弥佐右衛門
10月 4 日 38.5 肴
10月 4 日 45 鯖30疋
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10月 4 日 30 是は才料方弥太右衛門善兵衛大江村行の節遣銭に渡
10月 4 日 5 酢
10月 4 日 40 味噌10斤
10月 4 日 30 蝋燭 2斤
10月 4 日 20 松 5 勺
10月 4 日 9.5 草履30足
10月 4 日 6.3 わらじ20足 弥佐衛門跡より
10月 4 日 20 酒 2 合
10月 4 日 5.5 酢
10月 4 日 20 酒 2 升
10月 4 日 5 山芋
10月 4 日 10 山芋
10月 4 日 晩 100 鰹 5 本 又九郎渡
10月 4 日 晩 30 小鯛10疋 福次郎渡
10月 4 日 晩 15 鯛 7 斤 福次郎渡
10月 4 日 晩 30 酒 3 升 是は才料大江村より帰り之節入用
10月 4 日 晩 20 大根 夫傳五郎
10月 5 日 8 薪代尤松 是は大江村の人足宿に遣す
10月 5 日 5 薪 是は今富村の人足宿に遣す
10月 5 日 4 松 1 勺 是は大江村人足宿に遣す
10月 5 日 12 薪 今富村の人足宿に遣す
10月 5 日 20 大根
10月 5 日 20 大根
10月 5 日 20 酒 2 升
10月 5 日 25 味噌
10月 5 日 12.5 柿30
䮒ひしゃく 2本わらじ代共に新右衛門に渡
宿屋善七殿方に
10月 5 日 10.5 柿40 宿屋善七殿方に
10月 5 日 20 塩鯖10疋
10月 5 日 銭金子 2歩 是は御手代衆中に遣す
10月 5 日 20 肴 是は善七殿方に遣す
10月 5 日 30 肴
10月 5 日 3.5 酢
10月 5 日 20 松 5 勺
10月 6 日 20 小竹 2巻
10月 6 日 20 酒 2 升
10月 6 日 30 肴
10月 6 日 3.5 酢
10月 6 日 20 酒 2 升
10月 6 日 20 醤油
10月 6 日 10 酒 1 升
10月 6 日 45 蝋燭 3斤
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10月 6 日 20 油
10月 6 日 銭金子 2両
是は源太夫様富岡御出之節右丈御申及聞候に付飛脚白
木河内宇金治を以遣す
10月 6 日 18.5 鯛・小間魚 宿屋善七殿方に遣
10月 6 日 90
是は今富村御庄屋様御代官様御事に付富岡へ御出被遊
候節船賃清次郎に渡、乗子七人
10月 6 日 20 梅芋 2斗
10月 6 日 45 鯖54疋 藤十より夫福次郎
10月 6 日 14 肴尤やず 藤十より夫福次郎
10月 6 日 14.4 鯖16疋 藤十より夫福次郎
10月 6 日 120 鰹 6 疋 藤十より夫福次郎
10月 6 日 20 鯖21疋 藤十より夫福次郎
10月 6 日 5.4 鯖 6 疋 藤十より夫福次郎
10月 6 日 9 鯖10疋 藤十より夫福次郎
10月 6 日 25 鯖27疋 藤十より夫福次郎
10月 6 日 16 塩鯖10疋 順四郎より取
10月 6 日 8.5 柿32 夫幸平
10月 6 日 12 柿45 おなか方より夫益三郎様存
10月 6 日 25.3 柿80 おなか方より夫益三郎様存
10月 6 日 3 紙草履 8足 おなか方より夫益三郎様存
10月 6 日 13 紙草履 おなか方より夫益三郎様存
10月 6 日 16.8 松 4 勺 惣助より買入
10月 6 日 16.8 松木 4勺
夫福次郎渡
是は買納船但四艘に遣
10月 6 日 25 ごぼう 5本
10月 6 日 25 上河内　半平　御代官様之節内夫但日数五日分日雇
10月 6 日 15 善吉渡　御代官様之節内夫但日数三日分
〆 2貫673匁 5 分
8 月21日荒地御見分御出役人用役座書き出し 銭184匁 2 分 5 厘
御代官様御出入用役座に遣 銭 1貫644匁 4 分
9 月今富村五宿右御用申付富岡御帰飛船賃 銭110匁
遣物用 銭 1貫800目
銭 4貫760目
米札 7俵代
是は荒地一件中人夫分の粮米
〆11貫171匁 7 分
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【表 6】天保 9年（1838）10月　代官巡見につき物品別總支出額
品　名 数　量 支払額 品　名 数　量 支払額
肴 308匁 5 分 梅芋 5斗 45匁
酒 25升 250匁 わらじ 42匁 2 分 5 厘
鰹 11本 220匁 山芋 41匁 5 分
鯖 213匁 8 分 油 10合 40匁
蝋燭 10斤 150匁 酢 36匁 5 分
大鯛 87元 120匁 塩鯖 20元 36匁
玉子 110匁 薪 25匁
松 22勺 97匁 6 分 ごぼう 5本 25匁
味噌 89匁 小竹 2巻 20匁
柿 227箇 68匁 8 分 草履 57足 19匁 4 分
小鯛 26元 65匁 煙草 2斤 16匁
大根 60匁 切莚 2状（帖） 10匁
紙草履 54匁 ひしゃく 2本 3匁 5分
醤油 50匁 合計　 2貫216匁 8 分 5 厘
　【表 6】によると、最も多い金額が支出される項目として「肴」が取り上げられる。「肴」は10月 1 日
から 6日まで毎日購入しており、日によっては一日 2回も見られる場合がある。またこの「御代官様入
用帳」は、｢肴 ｣以外にも「鰹」、「鯖」、「鯛」など魚の種類による記載を行っている。恐らく酒を飲む
時に添えて食べる物としての「肴」と、料理の食材としての「魚」を区別するためであると考えられる。
さらに同じ種類の魚であっても「鯖」と「塩鯖」、「大鯛」と「小鯛」のように、購入する当時の調理方
法や大きさによる細かい区別も見られる。
　魚以外の食材は、玉子、大根、芋（山芋と梅芋）、柿、ごぼうなどが用意されている。また、味噌、醤
油、油、酢など、料理に必要な調味料も欠かさずに購入している。
　食材以外の品目としては、部屋を飾るための松や小竹、蝋燭・草履・わらじ・薪のような日常消耗品、
そして少量であるが煙草も用意していることが分かる。しかし、「紙草履」という物品は 5回にかけて、
確認された数だけとしても93足が購入されていることが見られるものの、その用途に対しては明らかで
はない。
　以上の品目の中で蝋燭・油・柿・肴は少し多めに購入して巡見使の宿先にも送られている。また、大
江村の人足宿には薪と松 1勺が、今富村の人足宿にも薪が送られる。この記録によって人足の宿が大江
村と今富村におり、少ない量でも両村から高浜村への支援があったことが確認できる。
　品目によっては購入先が書かれている場合もあるため、上田家の食品購入先が推測できる。たとえば、
鯛は「福次郎より」、鯖と塩鯖は「藤十より夫福次郎」、柿と紙草履は「おなか方より夫益三郎様存」、玉
子は「夫寅松、夫傳吉、夫弥佐右衛門」と記録されているだけでなく、同一品目の大部分は彼らによっ
て供給されている。
　この文書は物品購入以外の支出も含めて記録している。まず、10月 2 日には、都呂々村まで人足をつ
れて帰る弥太右衛門にわらじ代と小遣いとして銭40匁を支給している。そして、10月 3 日には、役人の
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髪の毛を整えるため銭 5匁 5分が使われていることも記録されている。その他に、代官の手代衆に渡し
た銭金子 2歩、今富村の庄屋と代官が富岡へ向かう時に利用した船賃銭90匁が確認できる。以上により、
天保 9（1838）年10月長崎代官高木栄太郎忠篤の天草巡見において高浜村が支出した総額は 2貫673匁 5
分にいたる。
おわりに
　筆者は近世の朝鮮通信使に興味を持ち、主に通信使が書き残した使行録について研究を進めている。
通信使は、君主または国家の代表として地方や他国に派遣された使節の一つである。通信使を通じて日
本国内における他国の使節に対する国家規模の応対が見られるのに比べ、天草へ巡見使が派遣された際
の記録からは日本国内における権力に対する応対を確認できる。特に上田家文書は、巡見使が派遣され
た際の食事や宿泊所など、巡見使の行動を支えるための対応に関する生々しい情報が得られる。上田家
文書を分析する間、日本における使節応接の一面を窺いながら通信使の日本往来のため様々な準備を行
った日本側の大変さに対して、特に権力者ではない一般庶民の立場から考えることができ、意味ある時
間を持った。これからも数多く資料を取り上げ、諸役人の巡見と地域の対応について研究を続けていき
たい。

